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議  第 3 0 7 9 号 

平成 31 年１月 30 日 

 

産業建設常任委員会審査概要報告書 

 

                              委員長 横田 誠二 

 

Ⅰ 開催年月日 平成 30 年 12 月 17日（月） 

Ⅱ 会 議 時 間 午後１時 00 分～午後２時 02分 

Ⅲ 出席委員等 〔出席委員〕◎横田 誠二  ○筏井 哲治  高瀬 充子 

  高岡 宏和   酒井 善広  上田   武 

  福井 直樹   狩野 安郎  畠  起也 

              （◎…委員長   ○…副委員長） 

〔議 長〕※狩野 安郎議長は委員として出席 

        〔副 議 長〕 坂林 永喜 

        〔説 明 員〕 別紙名簿のとおり 

        〔委員外議員〕 瀬川 侑希  角田 悠紀  林  貴文 

〔事務局職員〕 安東 浩志  松本 武司  宮島 謙治 

柚原 規泰 

   〔傍 聴 者〕 なし 

Ⅳ 審査の概要 

 

１ 黒木 上下水道事業管理者より、ペットボトル「高岡の水」の異物混入に関する陳謝及

び説明があった。 

 

〈 委員から次の質疑があった。 〉 

 

（ 以下、質疑・質問内容は ○ 、答弁内容は △ で表示 ） 

 

【ペットボトル「高岡の水」の異物混入について】 

〇 回収されたペットボトルの製造に係る経費は、製造業者の負担となるのか。 

 △ 高岡厚生センターから業者に正式な処分が下された後、対応を業者と協議してい

きたい。 

〇 製造コストを業者が全額保証するといったことも交渉の内容に含まれるのか。 

△ 交渉にかかる具体的な考え方については、正式に発表できる段階にないが、こう

した事態が発生したことを重く受け止め、業者と交渉していきたい。 

 

２ 付託議案について 

議案第 111号 平成 30年度高岡市一般会計補正予算（第３号）のうち本委員会 
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所管分 

議案第 113号 平成 30年度高岡市駐車場事業会計補正予算（第１号） 

議案第 114号 平成 30年度高岡市工業団地造成事業会計補正予算（第１号） 

議案第 118号 平成 30年度高岡市水道事業会計補正予算（第１号） 

議案第 119号 平成 30年度高岡市工業用水道事業会計補正予算（第１号） 

議案第 120号 平成 30年度高岡市下水道事業会計補正予算（第１号） 

議案第 124号 高岡市下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例 

議案第 133号 市道路線の認定及び廃止について 

議案第 134号 土地改良事業の計画について 

以上、予算議案６件、条例議案１件及びその他議案２件の計９件については、審査

の結果、全会一致で、いずれも原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

〈 審査の過程における質疑等は次のとおり。 〉 

 

【議案第 111 号のうち企業立地助成金について】 

  ○ 企業立地助成金に係る補正予算の内訳は。 

△ 平成30年度当初予算の編成時より、助成申請の増加が 11件見込まれることから、

補正予算を措置するものである。なお、今回の申請増加により、約 41 名の新規雇

用が見込まれる。 

〇 助成金の交付対象となる業種は。 

△ 製造業が対象である。 

〇 補正予算に係る企業が立地する企業団地は。 

△ 市が造成した公的団地に限らず、市内に立地し、設備投資するすべての企業が助

成金の対象となる。 

 

【議案第 111 号のうち高岡駅前東地区整備推進事業費について】 

○ 高岡駅前東地区整備推進事業費の補正予算に係る交流広場の整備の内容と今後の

スケジュールは。 

△ 2019年夏頃を完工予定とし、イベントなど様々な用途に使えるよう、電源や照明、

給排水設備を整備していく。また、今後、まちなかの居住者などの増加が見込まれ

ることから、防災機能として、マンホールトイレを設置できるよう、便槽を整備し

ていきたい。 

〇 交流広場の整備の財源として、3,330 万円の市債を充てるが、事業費の節減や市

債の発行抑制の努力はなされているのか。 

△ 整備費、維持管理費がかからないよう総合的に検討し、様々なイベントに活用で

きる最低限の設備を整備することとしている。 

 

【議案第 111 号のうち特殊地下壕対策事業費について】 

〇 調査費が補正予算に計上されているが、工事費を含め、国の補助金を活用できな

いのか。 
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△ 国土交通省の補助要件は、１カ所あたりの事業費が 200万円以上である。調査に

ついては、工事が必要か否かを判断するために実施するものであり、補助金の対象

にならない。工事の規模や内容など国が示す交付基準に適合すれば、積極的に活用

していきたい。 

 

【議案第 111 号のうち除雪対策事業費について】 

〇 除雪対策事業費の補正予算に関して、通学路等の安全確保のため、道路の路面状

況が悪化しないよう、早い段階における除雪対応が必要と考えるが、見解は。 

△ 平成 30 年度は、積雪量や降雪量などの天候予測に基づき、早い段階での除雪を実

施する体制で対応する予定としている。 

  〇 道路の消雪施設にトラブルが発生しないよう、必要に応じて国・県に点検するよ

う要請していただきたい。また、除雪車の脱輪防止のため、道路と田んぼの境目へ

のスノーポールの設置など、きめ細かな対応をお願いしたいが、見解は。 

  △ 現状では、ほぼ消雪施設の点検を終え、不良箇所を修繕するなど対応している。

また、除雪委託業者において、担当する路線のスノーポールの位置や危険箇所など

を、事前に歩いて確認していただいている。積雪の状況によっては、目視できない

こともあることから、委託業者に対し、オペレーターに注意喚起するよう要請して

いる。 

 

 

３ 報告事項について 

 

〈 当局から、次のとおり報告・説明があった。 〉 

 

〔産業振興部〕 

◦ 第３次高岡市食育推進計画について  

 

〈 委員から次の質疑等があった。 〉 

 

【第３次高岡市食育推進計画について】 

 〇 第３次計画の策定にあたり、高岡市食育推進会議の構成に変更はあったのか。 

△ 第２次計画の策定時と同じである。 

〇 計画に掲げる目標と数値など第１次・第２次の計画と比較して大きく変更した点

は。 

△ 主な目標と数値の 10項目については、第１次・第２次ともに変更はない。目標達

成に向け、第３次計画では、実践の輪を広げることをコンセプトに掲げている。 

〇 高岡市総合計画第３次基本計画のまちづくり指標に、食育に関する指標を盛り込

むことは、今後考えているのか。 

△ 様々なことを踏まえて、検討していきたい。 

〇 食育は、学校教育に関わると思うが、教育委員会との連携について、どのような
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考えか。 

△ 教育委員会を通じて、小学生・中学生を対象にアンケートを実施しているため、

連携は不可欠と考えている。計画に掲げる目標を達成するため、教育委員会をはじ

め、ＰＴＡなど様々な団体を通じて普及啓発していきたい。 

〇 朝食をとっている小学生の割合が、第２次計画策定前の数値を下回っており、気

になるところである。今後、さらに教育委員会との連携を強めていただきたい。（要

望） 

 

 

４ 閉会中の継続審査について 

本委員会の所管事項について、閉会中も継続して調査する必要があるため、会議規則

第 104 条の規定により、委員長から議長に継続審査を申し出ることとした。 

 

 

５ その他 

◦ 次回の常任委員会の開催について 

    平成 31年２月７日(木)午前 10 時に開催することが報告された。 

 

〈 委員から次の質疑等があった。 〉 

 

【高岡おとぎの森公園の遊戯施設について】 

  〇 公園内のおとぎの森館に設置予定の「ふわふわドーム」は、１度に約 40人が遊べ

るとのことだが、安全性を確保するため、その人数の管理の方法は。 

  △ 必要に応じて、市職員や指定管理者が、状況を見守っていきたいと思っている。

基本的には親御さんに見守っていただくなかで、子ども達自身が自制して遊んでい

ただければと考えている。 

  〇 安全には十分留意していただきたい。（要望） 

 

〈 当局から、次のとおり報告・説明があった。 〉 

 

〔都市創造部〕 

◦ 大雪時の道路交通の確保に向けた取り組みについて 

 

〔産業振興部〕 

⑴ 第 33回日本海高岡なべ祭りの概要について 

⑵ 平成の御車山利活用検討委員会の最終報告について 

 

〔上下水道局〕 

 ◦ 下水道マンホールカードの配布について 
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〈 委員から質疑等はなかった。 〉 

 

〈 以上で委員会を閉じた。 〉 
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産業建設常任委員会 当局説明員（２９名） 

産業振興部長 川 尻  光 浩 都市創造部長 堀  英 人 

産業振興部次長 

参事 
宮 本  哲 哉 都市創造部次長 川 上  孝 裕 

産業振興部参事（兼務） 渡 辺  朋 洋 都市創造部参事 渡 辺  朋 洋 

産業企画課長 新 保  貴 之 都市計画課長 久 郷  聡 

商業雇用課長 表 野  勝 之 花と緑の課長 堺  啓 央 

観光交流課長 長 井  剛 志 道路整備課長 橘  茂 德 

農業水産課長 有 栖  友 広 土木維持課長 広 田  利 和 

農地林務課長 村 本  民 則 建築政策課長 日 名 田  尚 明 

みなと振興課長 須 田  稔 彦 営繕課長 大 野  一 信 

    

福岡総合行政センター所長 鶴 谷  俊 幸 上下水道事業管理者 黒 木  克 昌 

福岡総合行政センター次長 

地域振興課長 
末 坂  進 上下水道局次長 嘉 信  和 昭 

産業建設課長 堂 田  康 弘 
上下水道局次長 

下水道工務課長 
小 嵐  正 吾 

福岡まちづくり推進室長 池 田  政 弘 総務課長 五 十 里  康 夫 

  営業課長 宮 田  修 司 

農業委員会事務局次長 大 野  裕 隆 水道工務課長 炭 谷  信 之 

  施設維持課長 浜 谷  圭 一 

    

 


